
 

 
 

 

科目区分 専門分野 授業科目 地域・在宅看護論実習Ⅰ 

講師名 実習担当者 開講年次 1 年次 第 1 学期 

単位数（時間） 1 単位（45 時間）  

目的：宿泊体験における交流を通して、地域住民の生活・思いをしり、自分たちにできることを考え実行する 

目標：1．宿泊体験を通して地域住民の生活・思いを知る 

   2．地域住民のためにできることを考える 

   3．看護者としての必要な態度を養う 

授 業 内 容 

宿泊体験の前・中・後を通し、以下の内容について学び、考え、行動する 

1. 地域住民の生活と思い 

１）地域住民の生活環境（家族形態・交通・買い物・医療・冠婚葬祭・人との交流、生活共同体としてのコミュ

ニティ、地域風土 等） 

２）地域住民の思い（価値観、地域への思い、健康管理、生活上の問題、行政や医療・福祉への期待・要望） 

３）地域住民の生活にみられる変化（2 回の宿泊体験を通して） 

2. 地域住民のためにできること 

１）対象にどのようなニーズがあるのか知る 

２）対象のニーズに沿って自分にできることを考える 

３）対象の反応をとらえ、自己の実践を振り返り意味づけする 

3. 看護者として必要な態度 

１）基本的マナー（挨拶、お礼等） 

２）地域住民と積極的に交流する姿勢 

授業方法 臨地実習・実践活動外学習 

評価方法 看護の実際の観察（  ％）、実習レポート（  ％）、実習態度（  ％）、出席状況（  ％） 

テキスト 

よくわかる地域福祉（ミネルヴァ書房） 

ナーシンググラフィカ在宅看護論①地域療養を支えるケア（メディカ出版） 

系統看護学講座 統合分野 在宅看護論（医学書院） 

備考 実習要項で提示された事前学習を提出する。 

 


